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Ⅰ ショウジョウバエの性行動に対する 

社会経験の作用機構の解明 
Social experience-dependent neurobehavioral plasticity  

in Drosophila males 
 

山元大輔・佐藤耕世 

Yamamoto, D., Sato, K. 
 

キイロショウジョウバエ野生型の雄成虫が、羽化後の集団生活経験に依存して雌への求愛活性を低

下させる現象に着目して、その背後にある神経機構を分子および細胞レベルで明らかにすることを目

指している。雄の求愛行動をトリガーする脳の介在ニューロン P1 が、羽化後の集団生活経験に依存

して膜電流プロファイルを変化させる現象に着目して、その現象を制御する遺伝子を、リボソーム親

和性精製（TRAP）の高感度化とそれによる RNA-seq 解析によって調べた。これまでに、50 余りの遺伝

子が、雄成虫を集団生活させた場合に高発現することを明らかにした。これらが雄の求愛行動を制御す

る可能性を検討するため、RNA干渉法によってひとつ一つの遺伝子を細胞特異的にノックダウンし、その雄が

集団生活後に雌に対してどのくらい活発に求愛するかを調べた。その結果、特定された遺伝子の中に雄の求

愛行動を制御する遺伝子が複数含まれることが示唆された。その進展を手がかりとして、どのような分子機序

が司令ニューロンの神経活動を変化させ、それが延いては求愛活性の低下を導くかについて調べている。 

 

 

Ⅱ キイロショウジョウバエにおける 

季節適応的な食性変化と低温耐性の関係 
Contribution of seasonal dietary changes to cold tolerance  

in Drosophila melanogaster 
 

原 佑介・山元大輔・佐藤耕世 

Hara, Y., Yamamoto, D., Sato, K. 
 

キイロショウジョウバエの雌成虫が示す温度依存的な食性の変化が脳を始めとする体の機能をど

のように変化させ、季節適応に寄与するのか、そのメカニズムの解明を目指している。これまでに、

新たに構築した低温耐性評価の実験系を用いて、食餌に含まれる脂肪酸のうち低温耐性の強化に作用

する脂肪酸種の同定を試みた。その結果、特定の脂肪酸を摂取して育った成虫は雌雄共に顕著な低温

耐性を示すことが明らかとなった。GAL4/UAS システムを用いた遺伝学的手法によりこの脂肪酸の体内

合成を促進したところ、同様に低温耐性が向上することが明らかとなった。続いて、どの発育時期に

その特定脂肪酸を摂取すると成虫の低温耐性が強化されるのかを調べたところ、幼虫期の摂取が重要

であることが分かった。成虫の細胞膜を構成する脂肪酸の組成をリピドーム解析により調べたところ、

その組成は確かに幼虫期に摂取した餌の脂肪酸組成を反映していた。これらの結果は、幼若期の食性

の変化が成虫の低温ストレス耐性を劇的に変化させることを通じて季節的な環境変化への適応に寄

与することを示すものであり、その細胞機構の解明に関して今後更なる発展が期待される成果である。 
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Ⅲ 単一分子観察・測定技術によるタンパク質モータの 

運動機構の解析 
Single-molecule enzymology and nanometry of protein motors 

 

大岩和弘・古田健也 

Oiwa, K., Furuta, K. 

 
光ピンセットや全反射励起蛍光顕微鏡システムなどの単一分子計測技術を駆使して、タンパク質モ

ータ・ダイニンやキネシンの運動発生機構の解明を目指している。従来、タンパク質モータの研究は

試験管内再構成系を使って行われてきたが、実際の細胞内環境とはイオン組成やイオン強度、粘度な

どが大きく異なっている。この違いが、タンパク質モータの運動の本質を理解することを妨げている

可能性がある。そこで試験管内で細胞内環境を実現することにより、運動機能に差異が生まれるかを

比較する実験を行なっている。また、試験管内再構成系において、タンパク質フィラメントの濃度を

上昇させたときに生じる集団運動の創発構造の解析を進めている。集団運動の基本モデルである

Vicsek モデルに新たなパラメーターを加えることで、この集団運動の再現を目指している。 
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森岡穂乃花：寒冷耐性を制御する脳神経内分泌機構の解明 
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